
一般社団法人 大阪府助産師会 令和２年度１０月定例研修会 

次世代貧困の実態と 

子どもたちの未来につながる支援について 
日本の貧困率が世界中、そして先進国の中でも高いことが注目されつつあります。 

特に世帯構造別では、ひとり親世帯の貧困率は 5割を超え、生まれ育った家庭の経済格差は 

教育格差を生み、それが子どもの将来の所得格差、健康格差につながります。 

このように親世代の貧困が次世代の貧困を生む連鎖が生じるだけでなく、多くの子ども虐待 

事例の背景に根深く影響している実態をお伝えします。 

事例を通じて実践に活かせる知識を獲得しましょう！ 

 
 

 

 

 

 

 

＊ウィメンズヘルスケア能力認証が発行されます。 

＊先着１００名 

＊締め切り：令和２年１０月３日（土） 

＊申込方法：ホームページ（定例研修会・各種講座）からお申込みください。 

  ＊参加費 ：大阪府助産師会会員      3,300円（税込み）(会員番号の記入があります) 

非会員(他都道府県会員・一般) 5,500円（税込み） 

学生（看護・助産）        550円（税込み） 

 

＊参加費は振込です。振込先は申込後お知らせします。 

＊入金後のキャンセルはできません。  

＊振込み確認後に受講に必要な URL・ミーテイング ID・パスワードをメールで送信致します 

＊日本助産師会の継続ポイント及び大阪府助産師会員には受講ポイントが取得できます。 

＊受講確認後、修了証、継続ポイント、受講ポイントを郵送させていただきます。 

 

    【大阪府助産師会館】 

住所 〒543-0032 大阪市天王寺区細工谷１丁目１−５  

      TEL 06-6771-6537 

      URL http://www.josansi.org/ 

E-mail  kensyu-mousikomi @josansi.org 

 

    企画：一般社団法人 大阪府助産師会 組織強化・広報委員会 

 

【講師】酒井 ひろ子 先生 
     関西医科大学大学院 看護学研究科 生涯発達看護分野 母性看護学 教授 

【公開日時】１０月１０日（土）１３：３０～１５：３０ 

 ＊１３：００～入室可能 

【受講方法】ZOOMによるオンラインセミナー 

  

mailto:josansikai-osaka@josansi.org


 

《受講までの流れ》 

1. 大阪府助産師会ホームページの「定例研修会・各種講座」から令和 2 年 10 月定例研修会の申し込みを

行ってください。 

 

2．申込時に修了証明書、日本助産師会の継続ポイント、大阪府助産師会会員の受講ポイントが必要な方は

メッセージ欄にご記入ください。 

例 

 

 

 

3．(一社)大阪府助産師会から、振り込み方法のメールが送られてきます。 

 

4．入金の確認後、下記をメールで送信します。ご確認、ご熟読ください。 

 ・研修会へアクセスするための招待ＵＲＬ、ミーティングＩＤ、パスワード 

・「情報倫理の順守」のお願い 

・その他 

 

5．研修会当日、オンラインセミナーにご参加ください。 

 

6．受講後、参加者アンケートのご協力をお願いします。 

 

7．受講確認後、申込時に希望された修了証明書、日本助産師会の継続ポイントおよび 

大阪府助産師会会員には受講ポイントを郵送させていただきます。 

      

《事前準備》 

・事前に zoomのアプリを公式ホームページからインストールしてください。 

・zoomは必ず最新版にバージョンアップしてください。 

＜zoomのアプリをダウンロードする方法＞ 

   1．パソコン、スマホの検索画面で「zoom us」と入力する。 

   2．Ｚｏｏｍ ミーティング‐Ｚｏｏｍ をクリックする。 

   3．「Ｚｏｏｍミーティングとチャット」の画面が開いたら一番下までスクロールする。 

   4. 画面の一番下のダウンロードをクリックする 

   5.「ダウンロードセンター」の画面が開いたら、ダウンロードをクリックする。 

     この後は画面の指示に従ってください。 

   6. Zoomのプロフィール欄には、氏名をカタカナでご記入ください。  

   7.これで Zoomの登録は終了です。 

   8.研修日当日の入室方法は 2種類あります 

        ①メールに記載されたＵＲＬをクリックして入室する方法 

    ②メールに記載されたＩＤとパスワードを入力して入室する方法 

メッセージ 

修了証明書 必要 

日本助産師会 継続ポイント 必要 

大阪府助産師会会員 受講ポイント 必要 


